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1.  平成23年6月期第1四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 11,156 △3.3 △722 ― △762 ― △965 ―
22年6月期第1四半期 11,532 17.3 △421 ― △411 ― △403 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 △35.19 ―
22年6月期第1四半期 △14.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 67,817 28,019 41.2 1,009.70
22年6月期 68,269 28,988 41.8 1,055.20

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  27,940百万円 22年6月期  28,513百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
5.00 ― 5.00 10.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

28,000 19.7 580 283.3 530 201.6 △230 ― △8.34

通期 63,000 11.7 2,650 34.2 2,650 30.1 1,280 12.7 46.35

yos-kita
Sibuyaロゴ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ．２「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ
い。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q  28,149,877株 22年6月期  27,500,315株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q  478,145株 22年6月期  477,911株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q  27,453,025株 22年6月期1Q  27,022,767株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、回復基調が続いているものの、円高や海外経済の減速の兆しが強ま

るなど景気の先行きが不透明な状況で推移しました。 

 このような状況のなか、当社グループの第１四半期連結会計期間の売上高は111億56百万円（前年同期比3.3％

減）、営業損失７億22百万円（前年同期は営業損失４億21百万円）、経常損失７億62百万円（前年同期は経常損失

４億11百万円）、四半期純損失９億65百万円（前年同期は四半期純損失４億３百万円）となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、当社グループは当連結会計年度より事業の種

類別セグメント区分の変更を行なっております。セグメント情報の開示における事業区分に関連する事項について

は、３．四半期連結財務諸表 （５）セグメント情報に記載のとおりであります。 

（パッケージングプラント事業） 

 パッケージングプラント事業において、前年同期は飲料向け無菌充填ラインや医薬向けバイアルラインなど大型

案件の納入があったものの、当四半期は単体機の納入が主となり減少しました。 

 その結果、連結売上高は57億69百万円、営業損失は２億77百万円となりました。  

（農業用機械事業） 

 農業用機械事業において、西日本を中心とした柑橘類向け選果選別プラントの納入が大きく増加したものの、落

葉果樹類、根菜類向け選果選別プラントが減少したことにより微増となりました。 

 その結果、連結売上高は25億44百万円、営業利益は２億19百万円となりました。  

（メカトロシステム事業） 

 メカトロシステム事業において、半導体製造装置は、日本、韓国、中国向けなどで液晶ＴＶや照明用途のＬＥＤ

関連装置が好調であったため前年より伸びました。切断装置は、樹脂・ガラス・セラミック加工など新たな分野が

伸長し、増加しました。また、医療機器は、国内向けが伸び悩みましたが、前期に引き続きアジア、南米、中東な

どを中心とした海外向けが堅調に増加しました。 

 その結果、連結売上高は25億99万円、営業損失は２億４百万円となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比４億52百万円減の678億17百万円となりました。

有利子負債については、前連結会計年度末比６億88百万円増の105億83百万円となりました。純資産については、

前連結会計年度末比９億68百万円減の280億19百万円となり、自己資本比率は41.2％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、15億64百万円の資金増加（前年同期は10億45百万円の資金増加）と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失が13億20百万円となり、たな卸資産の増加16億34百万円およ

び未払金及び未払費用の減少16億12百万円による資金減少があったものの、売上債権の減少による資金増加が49億

59百万円あったことによるものであります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、９億10百万円の資金減少（前年同期は６億98百万円の資金減少）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が10億36百万円あったことによるものであります。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、５億66百万円の資金増加（前年同期は３億85百万円の資金増加）と

なりました。これは主に借入金の増加によるものであります。 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より12億

10百万円増加し90億11百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年10月５日付で公表した連結業績予想の内容に重要な変更はありません。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

澁谷工業㈱（6340）平成23年6月期　第１四半期決算短信

- 2 -



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の評価方法 

   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸 

 高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し 

 て算定する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  この変更により、税金等調整前四半期純損失が70百万円増加しております。  

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係

る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,208 8,147

受取手形及び売掛金 19,121 24,086

製品 294 377

仕掛品 5,703 4,151

原材料及び貯蔵品 1,242 1,087

繰延税金資産 1,224 890

その他 887 802

貸倒引当金 △1 △5

流動資産合計 37,681 39,537

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,196 7,326

機械装置及び運搬具（純額） 1,010 1,148

土地 10,749 10,461

建設仮勘定 1,621 436

その他（純額） 884 944

有形固定資産合計 21,461 20,317

無形固定資産   

のれん 1,391 1,301

その他 274 286

無形固定資産合計 1,666 1,588

投資その他の資産   

投資有価証券 3,436 3,451

長期貸付金 7 8

繰延税金資産 2,901 2,696

その他 701 706

貸倒引当金 △38 △37

投資その他の資産合計 7,007 6,826

固定資産合計 30,135 28,732

資産合計 67,817 68,269
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,952 13,979

1年内償還予定の社債 60 60

短期借入金 5,268 4,976

未払法人税等 251 287

未払費用 2,116 3,718

賞与引当金 908 262

受注損失引当金 59 19

その他 3,298 2,741

流動負債合計 25,916 26,045

固定負債   

社債 120 150

長期借入金 5,134 4,708

退職給付引当金 7,831 7,646

役員退職慰労引当金 394 391

繰延税金負債 0 0

その他 400 339

固定負債合計 13,881 13,236

負債合計 39,797 39,281

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,392 11,392

資本剰余金 10,358 9,842

利益剰余金 7,081 8,182

自己株式 △429 △428

株主資本合計 28,402 28,988

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △426 △436

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 △35 △37

評価・換算差額等合計 △462 △474

少数株主持分 79 474

純資産合計 28,019 28,988

負債純資産合計 67,817 68,269
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,532 11,156

売上原価 10,261 10,062

売上総利益 1,270 1,093

販売費及び一般管理費 1,692 1,816

営業損失（△） △421 △722

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 1 1

投資有価証券売却益 19 0

受取保険金 30 －

固定資産賃貸料 － 11

持分法による投資利益 － 1

その他 29 22

営業外収益合計 81 38

営業外費用   

支払利息 41 43

手形売却損 5 4

投資有価証券売却損 0 3

持分法による投資損失 3 －

為替差損 7 9

その他 14 16

営業外費用合計 71 77

経常損失（△） △411 △762

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2 4

事業構造改善引当金戻入額 7 －

特別利益合計 9 4

特別損失   

固定資産処分損 0 1

投資有価証券評価損 17 10

施設利用権評価損 9 －

役員退職慰労金 8 26

減損損失 － 454

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 70

特別損失合計 35 563

税金等調整前四半期純損失（△） △437 △1,320

法人税、住民税及び事業税 232 193

法人税等調整額 △256 △546

法人税等合計 △23 △353

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △967

少数株主損失（△） △10 △1

四半期純損失（△） △403 △965
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △437 △1,320

減価償却費 304 341

減損損失 － 454

のれん償却額 46 54

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 70

退職給付引当金の増減額（△は減少） 100 185

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） 644 646

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 39

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △8 －

受取利息及び受取配当金 △3 △2

支払利息 41 43

持分法による投資損益（△は益） 3 △1

投資有価証券売却損益（△は益） △19 2

投資有価証券評価損益（△は益） 17 10

売上債権の増減額（△は増加） △876 4,959

前受金の増減額（△は減少） 1,064 △157

たな卸資産の増減額（△は増加） 495 △1,634

仕入債務の増減額（△は減少） 1,177 △22

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △1,165 △1,612

その他 △42 △175

小計 1,350 1,881

利息及び配当金の受取額 4 10

利息の支払額 △36 △45

法人税等の支払額 △273 △282

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,045 1,564

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △105 △215

定期預金の払戻による収入 105 364

投資有価証券の取得による支出 △247 △19

投資有価証券の売却による収入 350 23

有形固定資産の取得による支出 △138 △1,036

有形固定資産の売却による収入 0 2

無形固定資産の取得による支出 △8 △12

子会社株式の取得による支出 － △21

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△756 －

その他 100 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △698 △910
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,836 1,500

短期借入金の返済による支出 △882 △1,160

長期借入れによる収入 － 850

長期借入金の返済による支出 △440 △459

社債の償還による支出 － △30

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △128 △128

その他 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 385 566

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 727 1,210

現金及び現金同等物の期首残高 6,652 7,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,379 9,011
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 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める本邦内の割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、製品の販売、生産体制やサービスの類似性を基準とした事業部門を設置しており、各事業部門は

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは事業部門を基礎としたセグメントから構成されており、「パッケージングプラント事

業」、「農業用機械事業」および「メカトロシステム事業」の３つを報告セグメントとしております。 

なお、各報告セグメントの主要な製品は、以下のとおりであります。 

   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
パッケージング
プラント事業 
（百万円） 

メカトロシステ
ム事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  9,650  1,882  11,532  －  11,532

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 179  132  312  △312  －

計  9,830  2,014  11,844  △312  11,532

営業利益又は営業損失（△）  441  △504  △62  △358  △421

  アジア 北米 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,392  99  129  1,620

Ⅱ 連結売上高（百万円）                    11,532

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  12.1  0.9  1.1  14.1

事業区分 主要製品 

パッケージングプラント事業 
洗浄機、殺菌機、充填機、キャッピング機、ラベル貼機、函入函出積荷機、コンベ

ア、製函機、函詰封かん機など 

農業用機械事業 農業用選果・選別システムなど 

メカトロシステム事業 

レーザ加工機やレーザマーキングシステムなどのレーザ応用システム、ハンダボー

ルマウンタなどの半導体製造システム、レーザ手術および治療装置や人工透析シス

テムなどの医療機器など 
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２．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、洗浄事業、環境事業および繊維

事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△393百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△394百万円および棚卸資産等の調整額１百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「その他」に含まれる繊維事業において、同事業の廃止を機関決定したことに伴い、工場に係る減損損失454百万円

を計上しております。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３ 

パッケー
ジングプ
ラント 

農業用機
械 

メカトロ
システム 

計 

売上高                 

外部顧客への売上高 5,769 2,544 2,599 10,913 243 11,156 － 11,156 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

60 78 0 139 49 188 △188 － 

計 5,829 2,622 2,600 11,052 292 11,344 △188 11,156 

セグメント利益又は損

失（△） 
△277 219 △204 △262 △66 △328 △393 △722 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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